
はじめに

明滅の詩学

-「YXのソネ」読解-

山 中 哲 夫

1862年にイギリスで“エッチング・ブーム"が起こり,アマチュアの婦

人たちによるエッチング・クラブなどが出来たりしたが,この流行はすぐ

にフランスにも伝わって,この年に行われたマルチネの画廊でのホイッス

ラーのエッチング展,メリヨンのコレクションの売立て,出版主カダール

によるエッチング画集の定期的刊行なども手伝って,フランスでもエッチ

ングが盛んに制作されるようになった。この年にはマネ,ルグロ,ヨンキ

ントが画壇に登場してくるが,彼らはまず腐蝕銅版画家(エッチャー)と

して認められたのであるひ)この流行はその後もっづき,六年後の1868年に

はルメール社が美術批評家フィリップ・ビュルティを編集責任者にして,

詩とエッチングを抱き合わせた「ソネとエッチング集」Sonnets d

Eaux-forlesと題する詩画集刊行を企画した。ところでこの企画を知った

カザリスはマラルメにこの詩画集に載せるためのソネを送ってくれるよう

に依頼した。これは7月11日のことと思われる回)

これより二ヶ月ほど前,マラルメはトゥールノン以来ずっと苦しめられ

てきた神経症から少しずつ恢復しはじめて,ときおり発作はあったけれど

も次第に落着きを取り戻しつつあった。5月3日のルアエビュール宛の手

紙で,カザリスの詩集「メランコリア」,ヴィリエヽド・リラダンの『前兆』

などに触れたあと,最後に彼は奇妙な依頼をしている。

くカザリスがハンモックを買った店の住所を彼から聞いてお
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いてください。というのは,まだ詩が書けないのならせめて,

中庭の月桂樹にそういうものを吊り下げて,葉蔭にくすぐら

れながら眠りたいからです。つまり,ハンモックのリズムに

促され,月桂樹によって霊感を受けて,ソネを一つ作り出す

こともあるのですから。それで,私ぱイックズという脚

韻を持つ語を三つしか知らないので,彼とご相談の上,“p-

tyx"という語の実際の意味をお教えください。この語はど

んな国の言語にも存在しない,と聞いておりますが,それな

らなおのこと私には都合がよいのです。音韻の魔法によって

それを創造するという魅力を味えますから〉(3)

やがてマラルメはこの言葉通り,“イックズという音を脚韻にもつソネ

を作る。これは「それ〔彼〕自身の寓意的なソネ』Sonnet allegorique

dehふmemcと題されて,件の詩画集に掲載すぺくカザリス宛の手紙に

同封されて送られたj)ところが,エッチングの数よりも詩篇の数の方が

ずっと多くなったため,という理由でこのソネは掲載を拒否されてしまっ

た。くたとえ神自らが作ったソネであったとしてももう一篇も受け入れら

れない〉とビュルティは断ったﾂしかしこれは表向きの理由で,実際はマ

ラルメのソネが難解で一般向きではなかったためであろう。結局,詩画集

は翌年,サント=ブーヴ,ゴーチエ,ルコント・ド・リール,バンヴィル,

エレディア,ヴェルレーヌ,アナトール・フランスなど41人の詩人たちの

詩を載せて刊行されたが,もちろんマラルメの詩はこれには入っていな

かった。不運なこのソネはその後大幅に書き改められて, 1887年の自筆写

真石版刷の「詩集」中に無題のソネとしておさめられて,はじめて陽の目

を見ることになった。これが俗に「yxのソネ」と呼ばれている<Ses

purs ongles tres haut…》ではじまる有名な詩である。

これはまことに特異な詩である。ここで主導権を握っているのは思考で

もイマージュでもなく音韻である。しかもただの音韻ではなく,呼応し合
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い,ぶつかり合いながら,ただひたすら「不在」を表わすために空気中に

立ち昇る音の蜃気楼である。ここでは音が意味を表わすのではなく,意味

が音を示唆している。(つまり逆なのだ。要するに,もしこの詩に意味が

あるとすればにかしこの詩が含んでいるポエジーの量のおかげで逆の結

果になっても私は慰められると思うが)その意味は語自身に内在する幻影

によって喚起された,ものだ〉(1868年7月18日カザリス宛)個々の語が

集まって一つの詩の意味を形成するのではない。一つの詩全体が個々の語

の相互反映を示してみせているのだ。さらに個々の語の意味は音韻によっ

て解体され,音韻はそのことによってさらに強まり,独自の響きを持つに

いたるのである。

くこのソネットの詩的効果はきわめて広い範囲でフランス語

の実際の音に依存しているが,そのソネットにおいてフラル

メは,最大級の困難さを伴った脚韻一四行詩における“yx"

どore",三行詩における男性韻・女性韻が逆転した。 “ixe"

どor"-を選ぶことによって,不可能を可能にしようと

いう賭けを行ったように思われる。また,マラルがが自分の

詩句を彫琢するのに利用した内部押韻を見ると,詩の論理的

意味作用などは犠牲にしているようにも思われる。稀有の,

丹念に刻み込まれた言葉それ自体で,詩に黄金と焉瑞ででき

た宝石という印象をあたえるのに充分なのである。意味不明

であったとしても,この詩の美しさだけははっきりしている〉

(モーロッ)(6) ｢

これは現代流に言えば、sisnificを持たずsignifiaTilだけを持った語から

成る詩であるということになるかもしれない。マラルメが先程のルフェ

ビュール宛の手紙で言及していだμ芦"などはその典型であろう。

拙論ではマラルメ自身がく何度もくちずさんでいると、かなり秘教的な
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感覚をおぼえてくる〉(7)と評したこの詩を, 1868年の旧稿「それ〔彼〕自

身の寓意的なソネ」と比較しつつ読み解いていこうと思う。韻律の秘術を

尽した,きわめて巧妙に織りなされたこのソネの読解は,したがって意味

論的構造の分析よりも,音韻上の分析の方に力点が置かれることになるが,

しかし意味論的構造も当然のことながら音韻構造と深く関わっているの

で,つねに両者を照応させながら論じていきたいと思う。モーロンの意見

にもかかわらず,むしろ音韻構造の面から逆に意味内容が明らかにされる

場合もあり得るかもしれない。

I 第1詩節について

Ses purs ongles tr6s haut dediant leur onyx,

L'Angoisse ce minuit, soutient, lampadophore

Maint r§ve vesp6ral brul6 par le Phenix

Que ne recueille pas de cin6raire amphore<8)

この詩節では星の輝く夜の外部空間と,すでに過ぎ去った落日の光景と

が連続して描かれている。最初の2詩行を旧稿と比較してみる。旧稿では

この箇所はこのようになっていた。夜空に輝く星の情景という点では内容

的には殆ど同一である。

La Nuit approbatrice allume les onyx

De ses ongles au pur Crime, lampadophore,

マラルメはこれをどのように改めたか。まず第1詩行を〈onyx〉を除い

てすべて削除し,第2詩行にあった〈De ses ongles au pur〉をくSes

purs ongles〉として冒頭に出し,新らたに〈tr&s haut〉を加え,動詞
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を〈allume〉から〈dediant〉に変え,定冠詞を所有形容詞に改めた。そ

して第2詩行は削除されていた第1詩行の〈La Nuit〉が〈ce minuit〉

として復帰し,新し〈主格の〈L'Angoisse〉と動詞〈soutient〉が置かれ,

音節の長い〈approbatrice〉とやや平板な〈Crime〉は抹消されたまま

になった。その結果,統辞的には曖昧だった〈ses〉(NuitかCrimeか)

が明確に〈L'Angoisse〉に帰属するようになった。また旧稿では

〈lampadophore〉(神燈奉持者)が〈La Nuit〉であるのか〈Crime〉

であるのか判然としなかったのも?(ヵ〈L'Angoisse〉の同格として明示さ

れるようになった。しかしマラルメの意図は統辞的なものではなく,別の

ところにあったと言うべきだろう。決定稿の第1詩行の意味はくその(苦

悩の)純粋な爪がきわめて高〈その(爪の)縞璃垣を献じ〉ということだ

が,〈爪〉と〈縞璃瑞〉は同義反覆でどちらも星を表わしたものである。

縞瑞瑞は宝石のなかではそれほど高価なものではないが,この爪に入る筋

に似た模様をもった透明な石は,その形態からの類推で爪の暗喩として使

われたものであろう。また語源的にも,ヌーレやファーブルが指摘する通

り?1)元来onyxはギリシア語のbw^から来た語で,これぱ爪"を意味し

ていた。決定稿では冒頭の語と末尾の語とが意味の上で重なり合っている。

そして定冠詞les→所有形容詞leurの移動により(leurは爪を指す)こ

のtautologieはさらに際立たされた形になる。しかもこれは音韻的にも

支えられていて(OATgles-ONyx),なおまたこの照応関係は冒頭と末尾

の2つの同音によっても暗示されている(&s-ony尤音韻上の工夫は

そればかりではない。〈ongles〉を修飾する形容詞〈purs〉という音はマ

ラルメにとって光の明るさを感じさせる音であった。ポオの限石が落下す

るときの{Calme bloc ici-bas chu d'un d^sastre obscur) (he. To�一

heau d'Edgar Poe〉という最後の長く光の尾を引いて消えるくobscuri

と同じ価値を持っている。〈purs〉は「純粋」という意味の他に,音声的

な「光」という意味をも合わせ持っている。これがダイヤモンド(diamant)

を連想させる〈d6diant〉の音の効果と相侯って,〈爪〉-〈縞瑞瑠〉-「星」

-5



という連鎖を確かなものにしているのである。さらに,新しく付け加えら

れた〈tr6s haut〉という副詞について言えば,この語の置かれた位置に

注目してもらいたい。

Ses purs ongles treshaul / d^diant leur onyx,

これは前半部の半句(h6mistiche)の最後に置かれている。通常,詩句

(vers)の抑揚は上昇部から下降部へと移っていくのだが,この詩句で

は〈trds haut〉(きわめて高く)がリズム分節の切れ目に位置し,文字通

りもっとも高い調子で発せられる語となる。さらにこの語の後に短い間

(pause)がくることにより]ol音は独立した音のように響き,その前

後にある〈Ongles〉-〈Onyx〉の母音を互いに結びつけ,〈hAUt〉を含

めたこの三つの母音が次の詩行の脚韻くlampadophOR玲を予告するの

である(実際はおそら〈逆で,われわれは〈lampadoph Oi?£!〉という脚

韻に出会ってはじめて第1詩行の〈Ongles〉-〈hAUt〉-〈Onyx〉と

いう母音の重複を思い起こすのだろうけれども)さらに付け加えれば,

〈onyx〉の脚韻jyzは視覚的にも光の明滅を連想させるものであろう。

このようにして次にこの2詩行の主格である〈L'Angoisse〉が冒頭に

現われる。旧稿では主格は〈La Nuit〉であった。「夜」はあくまでも脊

景であって,詩人の創作行為を象徴する「苦悩」こそが中心となるべきだ

とマラルメは考えたのであろうかﾂ「夜」を脊後に退かせ,「苦悩」を大

文字にして寓意的に擬人化した彼の意図を正確に読み取ることは困難だ

が,少なくとも,この第2詩行冒頭にこの語が来たことによって,音韻的

には第1詩行と同様の照応関係が成立した。

LVlNgoisse ce minuit, soutient, L/lAfpadophore

また抹消吝れた〈Crime〉中のやわらかく深い響きをもったlml音が
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〈minuit〉という形で復元され,さきほどの〈tr^s haut〉と同様,この

語が前半部の半句の最後に置かれることによって. [ml音の響きとともに

夜の深さを高めることにもなっている。そればかりではない。マラルメに

とって〈minuit〉の皿i】という音は〈jour〉とは反対に,明るい響きを

帯びた語であることは周知の通りだカヴそうなるとここでは〈purs〉と

は逆に意味と音とが衝突し合っていることになる。つまり,〈minuit〉(真

夜中)という意味の暗さの奥に|nui|という音の明るさが明滅している。

これは夜空の星の明滅である。シェイクスピアがnight-light(bright)

という二語の脚韻をもって意味と音の衝突を表わしたのに対して?4)マラル

メは語自体に内在する不一致を利用した。すなわち一語でもって夜の暗さ

と星の明るさとを暗示した。マラルメが旧稿において〈La Nuit》で詩を

開始した意図もそのあたりにあったのではあるまいか。まず冒頭に意味と

音の乖離から生ずる不思議な効果を配置してみせたかったのではあるまい

か。まさしくこのソネ自体がそのような音韻の衝突をいたるところで示し

ているのである。さらにこの第2詩行で重要なのは,【sl音のalliteration

(畳韻法)である。

L'AngoiSS.E, CE minuit, SOl/tient, lampadophore

ls]音の特殊な機能については後に詳しく論じるが,このls】音と同じく散

在する鼻母音とlnl音,それにさきほどのlo(o)l音とが絡まり合っ･て[ls]-

Inl-lo(o)l),二詩行全体から文字通りりoo㎡イよく響く)という音が残

響のように聞えてくる。このことはこの二つの詩行に限ったことではない。

またさらにこの詩の特徴である二種類の脚韻liks) ・k):rJは絶えず見え隠

れしながらこの二つの詩行に暗示されている。あたかも最初の二詩行に

よってこのソネは自身の二種類の脚韻をあらかじめ提示しているかのよう

である。
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SES purs Ongles trds hAUt d6d/ant leur OaYX,

L'Angoi SSE CE m/nu/t, SOUtlent, lampadOph ORE

この第1・第2詩行について音韻上の問題点は以上のようなものだが,詩

の内容と関わって,意味論的に問題となる語がある。それは〈苦悩〉の同

格語である〈神燈奉持者〉lampadopKoreが具体的に何を表わしたものか,

という点である。この語はその語源を同じくする「ランプ」(lampe)を

表わしたものとする説がある。この説にしたがえば,擬人化された〈苦悩〉

もランプ(をいただいた台)ということになる。ランプの存在を認めてい

るのは. Ch.シャッセ,P-0.ワルゼル, Ch.モーロン,E.パートなどで

あ嶮)くしたがってこの場所は,初稿では「罪」の,決定稿では「苦悩」

の,一個のランプをもったブロンズの立像によって照らされた室内である〉

(ワルゼル岬ワルゼルはおそら〈初稿については〈lampadophore〉の

直前にあるべき読点が脱落した,不正確なプレイヤード版かモンドールの

「マラルメの生涯J Vie de Mallarme ＼こ挿入されたやはり不正確なテク

ストを参照したと思われる力でともかくこの〈lampadophore〉解釈につ

いては異論も多い。く何人かの註釈者のように,ここにランプをいただいた,

「苦悩」を表わすブロンズの像を見るべきであろうか? ここで問題に

なっているのは「苦悩」,すなわぢ夢"を再創造したいという詩人の強

迫観念である。(･‥)詩人の夢は夕陽に燃え上がるのである〉(ファーヴル)

くしたがって苦悩は擬人化されたものであって,客体化されたものではな

い。これはランプではない〉(ヌーレ)く例えば詩人のランプだが, 1868年

の旧稿では居間ぱ暗ぐなっていたし,同年7月のカザリス宛の自註を

含んだ手紙では,マラルメは調度家具に触れているが,そこでぱ調度家

其はな〈"と書かれており,部屋はいかなるランプも備えていなかった〉

(ヴィアル)(1゛一上に引用したヌーレはさらにつづけてくこれは立像の

形をしたランプでもなければ,マラルメが「ロンドン万国博覧会」でその

モデルを見たかもしれない縞馬瑠を嵌め込んだランプでもない〉と念を押
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している9'万国博覧会の展示品である縞璃垣のランプというのはおそらく

シャッセの説だと思われるが,これはなかなか魅力的な仮説である。実際,

マラルメはこの博覧会の報告記事を書いているが,そこには次のような一

節が見出される。

く要するに,われわれがブロンズの方を好むのは,これらの

ヌビアランプやモールランプの本体が深い緑青を纏うからで

あり,金銀張りの,あるいは贋造の宝石類で活性化され,半

透明のセイヨンにドレープが施されて,アルジェリアの縞馬

瑞を模した黄色で縞模様が作られるからである〉゛

確かにマラルメはロンドンの産業館でこれら北アフリカの縞馬瑠を象嵌し

たランプを見たかもしれない。しかしこの記事は1872年に書かれている。

1868年の旧稿にすでに〈縞璃瑞〉や〈神燈奉持者〉という語が使われてい

る以上,ロンドン博の実物がこの詩に影響をあたえたとは考えられない。

それになによりも,〈神燈奉持者〉がランプの暗喩ということになれば,く著

悩〉もランプということになり,後に明らかになるような宇宙空間の星座

と詩的空間の語との照応関係が弱まるように思われる。く不在と問いとで

作られた夜に〉叫)というマラルメの註釈は詩的行為の夜を指している。こ

こはやはり,調度家具はない,と語ったマラルメ自身の註釈を信じてラン

プは存在しなかったと見倣すべきであろう。現実の光源は星晨の光芒のみ

である。そうでなければ後に現われる鏡の反映は不可能であろう。この反

映はもう一つの声構の光源である〈神燈奉持者〉たる〈苦悩〉の創作によっ

て出現した詩の言語の反映そのものをも意味している。

次に第1詩節の後半部に移る。ここでは「苦悩」が支える対象が描かれ

ている。決定稿と旧稿を並べてみる(イタリック体は旧稿のヴァリアント

である)
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Maint reve vesp6ral brule par le Ph6nix

Que ne recueille pas de cin6raire amphore

Du Soir aboli par le vesperal Phoenix

De aui la cendre n'a de cineraire amphore

マラルメはここで連続する二種類のtautologie を消した。すなわち

〈Soir〉-〈vesp6ral〉,〈cendre〉-〈cin6raire〉のどちらも名詞の方

を削除した。 tautologieはすでに〈ongles〉-〈onyx〉にその例があり,

また前者二つは後者に比べあまりに明白で単純にすぎると判断したのだろ

うか。この単調さは音韻の上にもあらわれていて,直前の詩行と次の詩節

冒頭の詩行も含めてidj音. (si音がくどく響く傾向にある。

DE SES ongles...

DUSOIR aboli...

DE qui la CENDre...

SURDESconSO＼es...

マラルメはこれを避けたのかもしれない。しかしこの部分の改稿は統辞的

にはいくぶん曖昧さを残していた旧稿をさらに曖昧なものにした。《灰》

ce�reは何の灰なのか。あるいは〈遺灰の壷〉cineraire amphoreは何

を受け入れないのか。旧稿では《De qui》の先行詞は〈Soir〉であるよ

りも《Ph。nix》である可能性が強かったが,決定稿ではこの部分が〈Que〉

と改められたために,〈cin^raire amphore〉が受け入れないのは〈Phenix〉

の方か,〈Maint reve〉の方か判然としなくなった。(遺灰を納める壺が

受け入れないフェニックスによって焼かれた夕べの幾多の夢〉一一落日か

ら夕暮にいたる,マラルメがもっとも愛したこの時刻の情景によって喚起

-10-



された多くの詩想(それを詩作行為そのものである「苦悩」が真夜中まで

支えっづける,と繋がっていく)フェニックスというのは周知の通り,数

千年に一度,薪の巣の上で自らを燃やし,その灰から再び生き返る神話上

の鳥である。これが日毎消滅と生成を繰り返す太陽(夕陽)の暗喩と受け

取ることは自然であろう。この夕陽によって〈焼かれた〉(掻き立てられた)

〈夕べの幾多の夢〉(詩想)はフェニックスと同様,絶えず消滅・生成を

繰り返すのである。幾度も繰り返されながら常に同一の夢は,したがって

意味の上では複数の観念を持ちながら文法上は単数形である〈Maint〉(幾

多の)という形容を受けている。ということになれば,く遺灰を納める壷

が受け入れない〉という部分の意味も自ら明らかになるだろう。消滅・生

成を繰り返す〈夢〉(詩想)には封印を意味する〈壷〉(墓)は不用なもの

であるにの部分の解釈には異説があって,壷が室内に存在しない,と見

倣す説もある)このように解釈してくると,〈cin6raire amphore〉が受

け入れないのは〈Ph6nix〉の灰ではな〈〈Maint r各ve〉の灰ということ

になるツマラルメが〈Ph6nix〉との曖昧さを残したのは〈r6ve〉-〈Ph6nix〉

関係を示唆したかったためではあるまいか。く第4詩行の“Que"の先行

詞はその直前の“P恥nix"であるが,しかしこの構文はimage―digres-

sionを示唆している。すなわぢQue"は同様に,また(そしておそら

くこの方が興味深いが)この関係節を“maint r6ve" とも結びつけている〉

(アバスタード)叫アバスタードは逆の論法を使っているが,結果的には

同じである。ロジェ・フライが英訳した「YXのソネ」のこの部分ははっ

きりと〈Que〉の先行詞を〈Maint r&ve〉と取っている(イタリック体

は論者)。

Many vesperal dreams by the Phenix burnt

That are not gathered up in the funeral urnc*

また別の英語による散文訳も同様である(くmany an evening dream
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burned by the Ph(χinix and not received in a cinerary urn〉)叫

最後に音韻の問題についてもう少し補足するならば,この二詩行は前の

二詩行と比べると音の響きが一変している。 Is!・【n】・|に)(o)l・lilが支配的

であった前半に対して,ここでは【e(e)lとlr】という強り母音と子音が優

位を占めている。旧稿でもいくぶんその傾向が窺えるが,決定稿ではこれ

が徹底された。

Maint REve vEspERal bRulE pa# le PhEnix

Que ne itecueille pas de cinERAIRe amphoi?e

この転調は視線が現在の真夜中の星空から過去となった夕暮の情景をまさ

ぐるという時間の反転を表わしていると同時に,またその視線が外部空間

から次第に内部空間である詩人の室内へと移行するその契機をも示したも

のである。次いでに蛇足を付け加えるならば,先に指摘した詩行の冒頭部

分と末尾部分との照応関係がこの第3詩行にも見られるが(Maint

r£ve-1e Ph£nix),これはこの詩行に散在する|e(e)l音のために薄めら

れているし,また第4詩行にはまったくこの例はない。調子の変化はこう

いうところにも見られるだろう。

Ⅱ 第2詩節について

Sur les credences, au salon vide: nul ptyx,

Aboli bibelot d'inanite sonore,

(Car le Maftre est alle puiser des pleurs au Styx

Avec ce seul obiet dont le Neant s'honore.)

視線は室内に移る。いくつもの空虚が重層する奇妙な光景である。冒頭
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で引用したマラルメのルフェビュール宛の手紙で言及されていだpり�'

なる語がここに現われている。まず例によって最初の二詩行を旧稿と比較

してみよう。

Sur les credences, au salon vide: nul ptyx,

Aboli bibelot d'inanite sonore,

Sur des consoles, en le noir Salon: nul ptyx,

Insolite vaisseau d'inanit6 sonore,

〈des consoles〉の不定冠詞〈des〉が定冠詞〈les〉に変えられたのは先

に見たようにld】音の単調さを破るためであろうが,では〈consoles〉が

〈credences〉に変更された理由は何なのか。〈渦形脚小卓〉から〈食器棚〉

(祭器壇)に変えられたのは,〈神燈奉持者〉との関係からそこに宗教的

なニュアンスをこめたかったからなのか。確かにそれも理由の一つかもし

れない。しかしもっと大きな理由は旧稿に顕著な同音(あるいはISO)音)

の重なり合いが脚韻の〈ptyx〉をよく響かせないと考えたからではある

まいか。二つの詩行にわたって単調に連続するこの音の侵蝕に犯されまい

として〈ptyx〉のlil音が一人で抵抗している,といった印象を受ける。もっ

ともそのためにかえって《ptyx》という音の響きが際立つようにも思わ

れるのだが,ともか〈〈consoles〉を〈credences〉に変えることによっ

て,重く鈍いに)】音の連続は避けられ,さらに前詩節後半から鳴り響きは

じめたlrl音とle(e)l音がこの〈ciiEdences〉まで引き継がれることになっ

て,詩節の移行がなめらかになったように思われる。次に前置詞〈en〉

が〈au〉に取って替られた。〈au〉の位置は恰度前半の半句の終りにあた

る。本来アクセントを受けないこの品詞がリズム分節の切れ目にくること

はないと言われている汐マラルメはここに〈au〉をもってくることによっ

て,前詩節第1詩行中の,やはり同じ位置にあったあの〈haut〉と倍音
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を響かせることに成功する。またに)l音が整理されたために,この〈au〉

はさらに効果的に響〈ことになった。そして直接的で,〈Soir〉同様,エッ

チング的色彩の濃かった〈noir〉を捨てて,代りに新し〈〈vide〉をもっ

てきた。これは意味の上でも次の〈nul〉と繋がり,また音韻上も〈ptyx〉

と半諧音(assonance)を構成する重要な語である。〈vide〉という語は

〈noir〉を使わずに〈noir〉を表現した好例であろう。次に,決定稿に比

べ旧稿では大文字の使用が目立つが,この大文字多用をマラルメは決定稿

では改めた。〈Salon〉→〈salon〉はその一例である。

次の第2詩行の改稿は明解である。前半の〈Insolite vaisseau〉をくAboli

bibelot〉に変えただけである。改稿の実際はこのように一目瞭然だが,

しかしその意味するところはなかなか複雑微妙である。この第2詩行の解

釈は後述する。以上のようにマラルメは旧稿をより効果的に手直ししたが,

それでも共通する点がある。これはいわば詩句の骨格とも言うべきもので

そのまま維持されている。すなわち,二種類の脚韻を構成する〈ptyx〉。

〈sonore〉の位置,さらに〈sonore〉に行き着くまでに通奏低音として

流れっづける,〈sonore〉を予告する[si ･ ln】・に)(o)|の各音の燦き,そし

て最初の〈Sur〉と最後の〈ptyx〉の【sl音の対応関係,これらは変って

Vゝなし卜。

決定稿の二詩行を意訳するとｰ(空虚な居間の祭器壇の上には. ptyx

はない。これはよ〈鳴り響〈空洞の破棄された骨董品〉となるが,しかし

それにしてもこの“pt＼x"とは何か。この語の解釈をめぐっては爾来多く

の論議を呼んできた。「YXのソネ」に触れる研究者が必ず問題にする一

語である。ここで簡単に諸説を紹介しておこう:詩人の無力を象徴する貝

の殻片(スーラ)?空洞の貝殻であり,〈裴〉repliであり,インク壷であり。

く書き板) tablettes d ecrireである(シショルム?蝶番によって一つに

結ばれた二枚の板であり,「書物」を示す(クローマー)ツ貝殻であり,空

洞の壷であり,したがって(死者が)不在の墳墓の姉妹語であり,躾を意

味する(J.-p.リシャール)?聖体容器を意味する英語の“pyx"と関係深
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い語で,」日稿の(vaisseau)と同義である(モソップ)?1)語源的にはギリ

シア語の“裴"を意味するπivaawから来た語で,ここでは貝殻の一種で

あるほら貝を指す。この貝を耳にあてると潮騒が聞えてくると言われてい

る(ヌーレ,ヴィアル)剛モーロンはギリシア語起源の語でおそらく裴を

表わすものであろうが,しかし現実の意味はあまり重要ではないと考え

るジハードも意味不用論者であるツファーヴルは語源探究ではなく詩のコ

ンテクストから考えるべきだとして,《ptyx》を〈l'amphore〉(壷)と見

倣している汐以上の諸説をまとゐると貝殻説,壷説,躾説に大別できるよ

うに思われる。もちろん,これらを全て含む説もあるし,書物や聖体容器

とする説もいちがいには退けられない(特に後者は〈祭器壇〉との関係,

音と綴り字の類似から,かなりの妥当性を持っているように思われるが)

いずれにしても,この語が空虚に満ちて何らかの残響を響かせる「器」で

あることには変りない(モーロンやパートの考え方でいけば,この“皿yz"

という音自体が一種の器である)ところで拙論の最初で引用したマラルメ

のルフェビゴール宛の手紙を思い起していただきたい。

く私ぱイックズという脚韻を持つ語を三つしか知らない

ので,彼とご相談の上,“pり�'という語の実際の意味をお

教え下さい。この語はどんな国の言語にも存在しないと聞い

ておりますが,それならなおのこと私には都合がよいのです。

音韻の魔法によってそれを創造するという魅力を味えますか

ら》

ルフェビュールはエジプト学に詳しかった。この手紙の冒頭でマラルメは

やや冗談めいた口調で〈貴兄は学問と栄光の王です〉と書いているが,こ

の調子と,く彼とご相談の上)という言い廻しから考えて,マラルメはす

でに“践μ"の意味を知っていて?ルフェビュールとカザリスの学殖を試

しているのではないかと思われないこともない。 しかしやはりマラルメの
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本来の意図は〈“ptyx"という語の実際の意味〉を詩に定着させることで

はな〈,その音の響きの〈魔法〉の方にあったというべきであろう。その

ためにぱpり�'に音の響きを防げるような意味の響きがない方が都合が

よい。論者は「yxのソネ」はまさしくこの“p叫"とその前後の“Ph。nix",

“Styx"という三語から発生したのではないかと考える塾これはあくま

(Saintep

でも想像だが,この詩はまず脚韻から先に出来上がったのではあるまいか。

すなわち,あの「類推の魔」の奇怪な〈La P^nultieme est morte〉と

同様,“Phoenix",“Styx"に応える韻をさがしているうちに,ふいに“皿yf'

という不思議な語が口を突いて出てきたのではあるまいか。この“-yx"

にマラルメはある種の光の燦きを感じ取った。彼が実際にハンモックを

買ってそれに揺られたかどうかは不明だカザハンモックの往復運動とこの

燦きからマラルメは星の明滅を想起した。そしでpり�'という響きその

ものに対する執着から,鋭く透明な前舌非円唇閉母音のlil音に対立する

鈍く重い後舌円唇開母音の同音を想起し,この母音を文字通りよく響か

せ心“sonore"という語が浮び上がった。このようにして脚韻[iks目こ):r】

の最初の交韻(ptβ-sono祠が見出された。次に,“sonore"のなかに

は「黄金」が含まれているが(son or),しかしこの|;):r】の響きには輝き

とは反対に空洞を連想させる暗い音が隠されていることを彼は知ってい

た。(イタリック体は論者)

Le santal vieux qui se dedore

Jadis avec flute ou mandore

Mais, chez qui du rSve se dore

Tristement dort une mandore (Une dentelle s'abolit...f

古色を帯びた空虚な響ぎsonore"はmandoreと同じがらんどうの器で
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ある"amphore"を引き出し(amphorique 一壺腹音性の, souffle

amphorique 一 肺結核患者の呼吸音),この“amphore"から

“lampsidophore"という稀語が見出された。一方,「類推の魔」でがら

んどうの楽器の本体と結びついていだnul"がここでも同じように機能し。

“pり�'と結びついた。“皿げ'がなにか空洞の器を示唆する語であるら

しいことはすでに先の諸説紹介のところで述べたが,このことはまた音韻

的にも証明される。マラルメによれば(“-yx"という輝きの音をもちな

がらも) Ipl音は堆積と沈澱を表わし,【t】音は中断を表わすﾂ)すなわち音

が中断しその内部にこもって残響を響かせる「器」のイメージを喚起させ

る。空虚=何もない(nul) = ptyxという連鎖にはまたパートが指摘する

ように英語のemptyも何らかの影響をあたえているかもしれないﾂ)この

ようにして《Phcenix》-《Styx》→《nul ptyx》→〈sonore〉→《amphore》

→《lampadophore》という脚韻が出来上がった。〈lampadophore》の前

に置かれて交韻を構成する〈onyx》は〈Ph。nix〉と《lampadophore》

が喚起する炎のイメージから見出されたものであろうか。以上が脚韻につ

いての論者の推測だが,もちろん事実がどうであったかは誰にも分らない。

(一度,今年の夏に考えたこのソネは「言語」に関して企てられた研究か

ら抽出されたもの〉㈲と語ったマラルメの真意に従って,まさしくこの「言

語」研究の遺産である「英単語集J Les Mots anglaisのなかのlpl音, [tl

音についての仮説を参考にしながら推論したまでである。 “ptyx" が明滅

のイマージュを想起させるにもかかわらず,空洞・中絶の響きをも合わせ

持っているということは,また〈vide〉の巧みな配置によっても理解され

る。前詩節最後の脚韻《amphore》は《credences》・《salon》と鼻母

音の半諧音を作り出している。ところで《鼻母音のヴェールに覆われたよ

うな共鳴音は,口むろ母音のはっきりした音よりも,定かならぬ,漂うよ

うな幻の出現をよりよ〈想起させる力をもっています》(杉山正樹岬

Son fantome dans l'airdanse corame un flambeau
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(ボードレール)㈲

この不在感に満ちた〈定かならぬ》鼻母音《amphore》-《cr6dences》

-《salon》が《vide》という文字通り不在を意味する語に受け継がれ,

しかもこの語は先に触れたように《ptyx》と半諧音によって結ばれていて,

さらに念を押すかのように《ptyx》は音の上でも空洞の弦の響きをもっ

た《nul》によって二重に否定されている。それ自身で虚の光を放つ,空

自の《ptyx》はなおも否定の対象となるのである一一〈ptyxはない〉虚に

虚を重ねると言うべきか。空虚の余韻と言うべきか。かつて虚光を放つ器

がそこにあったというその痕跡が,この鼻母音の連続とt,�←皿yzの【il

音の半諧音とによって実に巧みに感じ取れるようになっている。またテマ

テイックな面から見ても,《遺灰を納める壺》-〈空虚な居間》はがらん

どうの空間(器)という点で,《nul》によって強調された《ptyx》をも

またそのイマージュの環のひとつに組み入れているように思われる。

ここでさきほど解釈を保留した第2詩行の改稿の問題(《Insolite

vaisseau》→《Aboli bibelot》)に触れなければならない。旧稿の第1詩

節第3詩行冒頭の《Du Soir aboli》の削除されていた《ab011》がここ

で冒頭の語として復活したわけだが,《思いがけない容器》から《廃棄さ

れた骨董品》への移行に対して異論を唱える研究者もいる。ヴェルダンな

どは子音がより音楽的に響く旧稿を破棄して,窮屈な,あまりに畳順法が

明白な詩句をもってきたことに不満を示している芒確かにそういう而もあ

るだろう。内容的にも「思いがけない」「突飛な」(Tnsolitp.)という形容

詞ぱpKx"という語の出現状況をよく物語っている。これに対してヌー

レは決定稿を支持してこう言っているｰ-《“pり�'と同格のこの語

(bibelot)はその描写のされ方,オノマトペ的な意味によって,空洞の

貝殻が問題になっていることを確認するものである。旧稿の“vaisseau"

ではこれほど正確に“ptyx"を定義できるだろうか》(4゛引用中の《オノマ

トベ的な意味》というのぱbibelot"のbib-が「果められた物」を示す
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オノマトペであることを言っているのだろう(77ぶ)つまり潮騒の音を

集める器という意味である。“bibelot"は元来,飾り棚に飾るのを目的と

した,中国趣味や異国趣味に溢れた古い芸術品を指していた。それが次第

につまらないガラクタヘと価値が下がっていったのだが,マラルメは

onyx-Phenix一amphoreという貴重品を示唆する脚韻の力によって。

“j)tyx"をその本来の芸術品の器としての《bibelot》と重ね合わせたの

である。しかしやはりここでも改稿の決定的な理由は音韻上の問題にあっ

たと考えられる。この二つの詩句の音韻を比較してみよう。

InSOlite vaiSSE,4£/d'inanit6 SOnOre,

ABOUBIBelOt d'/nan/te sOnOre,

(旧稿)

(決定稿)

子音の主調はIS】音からlbl音に変り,半諧音はに)(o)|音の他にlil音が新

たに付け加えられた。ここでも彼の「英単語集」を援用したい。『英単語集』

によるとlb】音は次のものを意味する:生産,産出,豊饒,充溢,膨脹,

湾曲,ほら話,団塊,沸騰等讐これらには共通するものがある。それは「ふ

くらみ」である。「ふくらみ」に満ちた《骨董品》(bibelot)はしかしな

がら充溢したものではな〈,空洞になったものである(《aboli》)この二

語は〈d'inanite sonore〉(よく鳴り響く空洞の)という形容を受けるに

まことにふさわしいものと言えるだろう。マラルメが旧稿のIS】音のトー

ンを落したのは,旧稿,決定稿ともに直前の詩行において支配的であった

lsl音にも邪魔されて,最後の重要な脚韻〈sonore〉がよく響かないと判

断したからであろう。に)(o)l音にli】音の半諧音が加わった理由についても,

やはり〈sonore〉の効果を高めるためであろうと思われる。もっと詳し

〈言えば,決定稿の第2詩行前半の【il音は前詩行最後の《ptyx》の残響

を鳴り響かせ(したがって音韻的にも〈bibelot〉が〈ptγx〉の同格性を

保証している),しかも旧稿にはない【il音とに】(0)1音の強烈な交錯によっ

て,二つの脚韻【iksトIC】:rlを提示しつつ,星の明滅の度合を高めながら,
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一気に《sonore》へとなだれ込んでいくのである。二つの母音を《Aboli

bibelot〉で交差させ,《d'inanit6》でlil音を強く打ち出しながら暗黙裡

にに)】音を予感させて,最後に《sonore》と一挙にに)|音を放射させている。

このような構造は旧稿には見られない。

このようにして, amphore―salon-p叫という一連のがらんどうのイ

マージュは新らたに《bibelot》をその系列に加え,そして次に見るように,

不在の《主人》のがらんどうの脳髄へと連鎖の枝を延ばしていくのである。

(Car le Mattre est alle puiser des pleurs au Styx

Avec ce seul obiet dont le Neant s'honore.)

Car le Maitre est alle puiser de I'eau du Styx

Avec tous ses objets dont le Reve s'honore.

第3,第4詩行で例によって上が決定稿である。この部分はこのソネの恰

度まんなかにあたる。あたかもソネの前半部と後半部がこの二詩行を軸に

反転するかのようにこの部分だけが括弧に括られている。そして時制もこ

こだけ唯一,過去形が用いられている。いままでは追憶の夕陽も含め主と

して現在の情況が描写されていたが,ここだけは明確に過去となった事実

を述べ,かつ《Matt re》は行ってしまっていまはいないと現在完了的な

意味もこめられている。しかじptyx"のようにかつて存在したものの余

韻はここにはない。〈Maitre〉はいかなる痕跡も残してはいない。この部

分だけ現在の時点に過去の事実が割り込んでいる。したがって決定稿で加

えられた括弧はまことに適切な処置といえる。この括弧はまた脚韻の数の

問題とも関わっているが,このことは最後に述べる。例によって旧稿と比

較してみよう。まず《de l'eau》が《des pleurs》に変えられた。音節の

数は同じであるﾂこの改稿によりlpl音のalliterationが可能となり,こ

の詩行が第1詩行末尾の“皿吋'を想起させる力を持つことになった
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Riiser des Pleurs au STYXさらに〈puiser〉― (pleurs)ぱplr"

という語の響きを引き起こし,それによって〈pleurs〉(涙)は輝きをま

し,地獄の河であるとともに,その水を飲んだ者は死ぬといわれているア

ルカディアの透明な冷たい水{Littre)でもある〈Styx〉の水と呼応し,

また一方で前詩節最後の〈遺灰を納める壷〉amphoreを「涙壷」に変え,

そしてこのamphore=涙壷は次の詩行でさらに確かなものとなっていく

のである。このような音と意味の共鳴作用は旧稿の〈de l'eau〉という鈍

い音では生じ得ないであろう。この詩行について音韻の面でさらに付け加

えるならば,旧稿,決定稿ともにここで支配的な母音はle(e)|音であり,

これは第1詩節第3詩行以外には使われなかった主調音である。さらに直

前の詩行で圧倒的であったlil音が今度は激減し,次の詩行ではまったく

消滅してしまっている。したがって音韻的にもここで一種の転調が行われ

ていると言ってよいであろう。

次に第4詩行はどのように改稿されたか。〈tous ses objets〉(彼のす

べての事物)が〈ce seul obiet〉にの唯一の事物)に改められた。内容

から言えば,この改稿によって,前後に“amphore".“bibelot"を持っ皿yz"

の姿が鮮明に浮び上がるようになった。複数形から単数形への移行により。

〈Avec〉の意味も変化した。《彼のすべての事物を携えて》がくこの唯一

の事物を使って》(スティックスヘ涙を汲みに行っている)となって,《こ

の唯一の事物〉が指示形容詞のおかげで〈bibelot》すなわち《ptyx》で

あるにとが明確になり,《ptyx》が空洞感をもつことにも筋道が通るよう

になった。のみならず〈amphore〉を涙壷として再度想起させることに

も役立っている。以上が内容に関して言えることだが,一方音韻の面から

言うと,《Reve》を《Neant》に入れ替えたことも手伝って,最後の

〈s'honore》を強く印象づけることに成功している。

Avec CE SEUl ObjetdOM leNEANt S'hONOre
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ところでこの〈Maitre〉とは誰のことか? これにも諸説があって,オ

ルフェ説(シショルム),ゴーチエ説(ヴェルダン),バンヴィル説(モー

ロン)などもあるカツ有力なのはイジチュール=詩人説である。前の三つ

の説にもそれぞれ根拠があるけれども,詩のコンテクスト,ゴーチエの

Histoire du Romantismeの刊行年及びバンヴィルの没年などを考える

と,これらの根拠は稀薄であるように思われる。やはりこの〈Maitre〉は,

ガラスの小埋を持って死者の住む虚無の世界へ降りて行ったイジチュール

=詩人と解釈した方が自然であろう。ファーヴルが「イジチュール」から

の一節を引用しているので紹介しよう。

(空虚な調度家具の上の,純粋そのもののこのガラスの小堰

のなかで,「夢」は死に瀕した。このガラス場は「虚無」の

中味を閉じ込めているのだ》(51)

この〈ガラス堰〉fiole de verreを“皿yz" ゜ “bibelot"に置き替えれば,

そのまま「YXのソネ」の室内情景を表わしたものと言えるほどである。

ただし,ソネでぱpり�'=“hihftlot"はなかった。「主人」が透明な死

の河ステイックスで涙の水を汲むために持って行ったからだ。その情景は

「イジチュール」では次の場面に相当するだろう。

く一族の共有の灰である星晨の灰の上にこの哀れな人物は横

たわっていた,海にはない虚無の一滴を飲んだそのあとで(狂

気である空になったこのガラス堰,これが城の名残りの唯一

のものか?)》(52)

空になったのはガラス堰ばかりではない。イジチュールの脳髄自体も空洞

と化した。これはまたマラルメその人の空洞でもあったｰく例えば,純

粋な虚無の消しがたい観念を守るために,私は自分の脳髄に絶対空白の感

-22-



覚を押しつけなければなりませんでした》(夢に犯された私の脳髄は,も

はや脳髄を必要としないその外面的機能から拒否され,永続的な不眠の中

に滅びようとしていたのだ〉9-このように見ると,〈主人〉のいない不

在の部屋は無と化した詩人の脳髄の象徴とも受け取れよう。

これでこのソネの前半部にあたる二つの四行詩の解釈を終えたことにな

る。次に後半部の二つの三行詩に移る。前半部は不在感が強く打ち出され

ていたが,後半部では新たな展開を見る。

Ⅲ 第3詩節について

Mais proche la croisee au nord vacante, un or

Agonise selon peut一色tre le decor

Des licornes ruant du feu contre une niχe,

拙論の冒頭部分で引用したモーロンも指摘していたように,ここで

liks】とに):rlの男性韻・女性韻の交替が行われる。 y(i)xはIXCとなりore

はorに変る。いわば不在から存在への質的転換の開始を告げる脚韻の交

替である。旧稿と比較してみよう。まず第1詩行一一一一

Mais proche la croisee au nord vacante, un or

Et selon la croisee au Nord vacante, un or

接続詞〈Et〉が〈Mais〉に変えられた。このことによって先の二つの四

行詩との対立関係が明確にされた。《Mais》は統辞的には第1・第2詩行

の《un or Agonise》にかかるが,このソネのコンテクストからいくと,

実質的には最終詩節最終詩行末尾の語〈le septuor》にまで繋がっている。
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この点については最後に触れる。次に,“aboli"同様きわめて重要な語で

ある〈selon〉が一時的に消され,代りに〈proche〉が置かれた。この

〈proche〉は古語としての前置詞と考えられている。言うまでもなくこ

の語は〈la croisee〉にかかる。同じ2音節の“proche"どselon"は

しかしながら音韻的にはきわめて対照的な効果を引き出す。すべるように

なめらかな《selon》に対して,〈proche〉ははじけるように強く響く。

決定稿ではlr】の乾いた音が,それもpr, crという形で強調されて出現す

る。しかもMaisという同音の後に続くことによってlel-lrlといういま

までになかった強い調子の音の配置を作り出し(Mais proche la

croisee),明解に響く/a―crojs6e―vacanteという半諧音も加わって,

ここにフォルテで奏される転調が実現する。後半の半句について言えば,

大文字の〈Nord〉が小文字に変えられただけだが,ここは殆ど手をつけ

なくともよいほど見事な音の連なりを示している。後半の半句の頭に出さ

れた〈au〉が次の〈nord〉のに):r】を印象づけ,この《nord)は今度は《un

ar〉と響き合う。しかも脚韻となる〈un or〉は次詩行にまたがる逆送り

語(contre-rejet)となっていて,直前の読点も加わって,きわめて独立

感の強い響きの効果を生み出している。に):rlという音がマラルメにとっ

て黄金の輝きと同時に,色槌せた鈍い響きを持っていることは前述した通

りだが,ここでも,この輝きの空虚感は〈nord〉と〈un or〉との間に挿

入された〈vacante〉(空虚な)というよく響く形容詞によって支えられ

ている(ただしこの形容詞は文法上は〈la croisee〉にかかる)このよう

な音と意味の相乗効果によって北の窓近くの金の虚光の輝きが巧みに表現

されている。また全体から見るとこの詩行の二つの半句はそれぞれに冒頭

と未尾とが対応し合っている。{Mais一croisee/aM nord―un 渥)これ

は旧稿でも同じである。

音韻について触れるべき点は以上のことくらいだが,しかし具体的な語

の意味作用という点から見ると,曖昧なところが多い。いったい〈un or〉

とは何を指しているのだろうか。そしてそれぱどこに"あるのか。くun
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or〉は星か?夕陽か?窓枠の反映か?(パート)“)それとも鏡に映った星

の反映か?(モーロン戸)あるいは鏡の飾縁に嵌め込まれた金細工の,その

金の燦きか?(ファーヴル,シトロン)紬または鏡の星の反映と飾縁の燦き

の両方か(ヌーレ)剛もし星の鏡像とするならば〈十字窓のあたり〉proche

la croisecという表現とは相容れない。星が鏡に映るためには,星はひら

いた窓のそのなかに存在していなければならない。もっともく十字窓のあ

たり〉は室内の暗さを表わしているので,窓のなかにある星でさえマラル

メはそのように表現したのだ,という解釈も成り立つだろう。しかし,こ

れは次詩行との関係から考えて受け入れがたい。窓枠の反映とするパート

の説も捨てがたいが,やはり次の〈Agonise selon〉を考慮に入れるなら

ば,これは鏡の額縁に施された金細工の光と取る方が妥当であろう。ただ

し,われわれがこのように推論できるのは次の詩行,さらに最終詩節まで

もすでに熟知しているからであり,第3詩節のこの段階ではまだ“鏡"は

提示されておらず,〈un or〉のあたかも星の燦光を暗示するかのような

曖昧さは依然として保たれている。したがって,〈un or〉とは何か,そ

れぱどごにあるのか,という疑問は解決されないまま,ソネは次の第

2詩行へ移っていくのである。

Agonise selon peut-§trele decor

Nefaste incite pour son beau cadre une rixe

旧稿は全面的に書き改められて,決定稿では殆ど何の痕跡もとどめていな

い。辛うじて先の第1詩行で消されていた〈selon〉が復帰しただけである。

このような大幅改稿はこの詩行がはじめてである。意味の上ではく(un or)

N6faste incite…une rixe〉(不吉な〔黄金が〕浮いを掻き立てる)がく(un

or) Agonise〉(〔黄金は〕死に瀕する)に対応し,〈pour son beau cadre〉

(その美しい枠に対して)は〈selon peut-Stre le d6cor〉(おそらく装
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飾に従って)に対応する。実は削除された〈cadre〉(枠)は決定稿では

最終詩節に現われ,決定稿の〈decor〉(装飾)は旧稿の最終詩節にあっ

た語で,いわばこの二つの語はその位置を交換した形になっている。しか

しこの改稿でなによりも注目してもらいたいのは,脚韻の変更である。こ

のような大幅改稿はおそらくこの脚韻の変更から生じたものであろう。で

はなぜ変更の必要が生じたのか。 “rixe" といういかにも苦しまぎれの脚

韻を抹消するためばかりではな〈,これは次詩行の脚韻〈nixe〉と交韻

を踏ませたかったためであろう。平顔ではなく,なぜ交韻なのかという理

由は最終詩節と関わることなので本論の最後の部分で述べる。

脚韻の変更の次に注意していただきたいのは〈selon〉の詩的意味作用

である。息吹きに似た摩擦音【slと流動性と滑らかさを表わす流音山とで

構成されたこの語は,ある特殊な意味作用を引き起こす。ラシーヌはls】

音を巧みに使って蛇の滑るような動きを見事に表現したが,(叫マラルメも

散文詩『類推の魔』の冒頭でラシーヌに劣らぬ【sl音の効果を引き出して

いる。

Je Sortis de mon appartement avec la SenSaTion

propre d'une aile gliSSant Sur les cordes d'un inStru-

ment, trainante et legere, que remplafa une voix pro-

nonpant les mots Sur un ton deSCendant: La Penul-

tieme est morte (...)Se detacha de la SuSpenSion fati-

dique plus inutilement en le vide de Significa7ion.

マラルメのr英単語集』ではlsj音ぱplacer",“asseoir"という「定着」

の意味と,“chercher"という「探索」の意味を合わせ持っているツ

s&。zはまさにこの相反する二つの意味を同時に含んでいるように思われ

る。すなわち,「探索」-「定着」によって,無のなかから有を引き出し

位置づけるための語,ある光り輝くものを出現させるために導入された様
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態の変化を示唆する語,といえるのではあるまいか。例えば一律動と純

粋のレース編みの裴に“従っで,過去を喚起するひとつの声(あるいは

香の匂いの染み込んだ星)や,ヴェールに覆われた古色を帯びた輝きが立

ち昇ったり(｢エロディヤード・古序曲｣),トランペットの思い出に“従っ

で,燭台の炎である爪が立ち昇ったり(｢同｣)y悪意の世紀に生まれたエ

ロディヤードの動きに“従っで,彼女のドレスの辱から裸体の白い戦慄

が発せられたり(｢エロディヤード・舞台｣),鵜晩祷の祈りの声に“従っで,

聖女が立ち現われたり(｢聖女｣)ツブリュージュの霧に覆われた建物の石

の裴に“従っで,ローデンバックとの友情が精神の光のように放射され

たり(｢あるベルギーの友の記念に｣)?何本かの指の動きに“従っで,笑

いが空中にはじけ飛んだり(｢秋のアルバム｣漕子供の夢想に“従っで,

妖精が立ち現われたりする(｢ロンデル・I｣)糾-このように｢詩集｣

の各個所で�-はきわめて重要な機能を果たしている。このソネの場合

でも同様である。

〈(黄金は)おそら〈装飾に“従っで死に瀕している〉

つまり闇ではな〈薄暗がりのなかでｰこれは〈proche〉〈peut-etre〉

で示唆されている一何か金色に光るものがある。それはどうも装飾の凹

凸の具合に“応じで,光っていたり,勁んでいたりしている,というこ

とである。〈死に瀕する〉Agoniseは〈or〉の響きと呼応し,さらに末尾

の〈d6cor〉とも共鳴し合っているが,に):r】の虚光の有様をよく表わして

いる語である。

Des licornes ruant du feu contre une nixe,

Faite d'un dieu aue croit emporter une nixe
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第3詩行では〈aboli bibelot〉以来久しく現われなかった|il-に)(o)|交差

が再び現われ,この交差は以後最終詩節最終詩行まで連続していく。やは

り旧稿は徹底的に手直しを受けている。〈d'un dieu〉が〈Des licornes〉

に置き換えられて,冒頭に出された。巧みな配置である。このことによっ

てこの語は前詩行末尾の〈decor〉の脚韻を際立たせる余韻となった巾Es

liCORnes)そればかりではない。《contre》の導入により,さらに複雑

な音韻の残響を響かせることになった。

(deCOR-) ＼＼CORnes-COntRe (-enCOR)

これぱor"を響かせると同時に,というよりもそれ以上に“cor' (角笛

-ホルン)の空洞的音響効果を引き出している。空洞の器の音によるイマー

ジュがlicornes→bibelot→ptyx-*amμoreへと逆の連鎖を可能にする。

ところで旧稿の《un dieu》はなにやら半獣神のような存在を連想させる

けれども,そうなると関係代名詞は9ueではなく四jでなければおかし

い。しかしここはq,ueである。これは水の妖精《nixe》の性格から来七

いる。

(ドイツ人たちは「ニックセ」あるいは「ウンディーネ」と

呼び,地中源沿岸の人々はオンディーヌ,シレーヌ,ナイアー

ド,水の精と呼んでいるが,これら河や湖や源の精を詩人の

想像力がすべてひとつに溶け合わせたのであろう。 ドイツ民

話あるいはドイツ文学における「ニックセ」はあるときは魔

女,誘惑者という悪意をもった役を演じ,彼女に心奪われた

軽卒な男を自分の棲家に引きずり込むのである〉

(ヴィアル)゛

ヴィアルによるとこの《nixe》の説話はグリムにあるが,ハイネも彼の
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ElementaΓ■geister(『精霊物語』)で要約しており,またラ・モト・フー

ケにも有名な『ウンディーネ』があり一一この物語にもとづいてフュスリ

が絵を描いている一一,フランスでも十九世紀にはド・ゴネの翻訳(1865

年),ゴーチエの翻訳(1887年)などがあり,この妖精の存在は広く知ら

れていたという。そしてドイツ人である妻のマリアによってマラルメはこ

の説話を教わった可能性も大きいとしている甲《nixe》に関してハイネの

著作を傍証として最初に提示したのはおそらくスーラであろう。スーラは

「ドイツ論」のなかに挿入された話を根拠にしている。

くこの「ニックセ」という美しいイメージはハイネの読書か

ら生まれたように思われる。『ドイツ論』のなかに「白鳥」

に関する頁とそれほど離れていない所に一角獣とニックセと

の争いについての記述がある》 (スーラ)゛

シショルム,ヴェルダンなどは同じハイネでも,次の詩節の第1詩行と関

わって,雲をギリシアの神々に比較した記述をもつDie Goiter

Griechenlands (『ギリシアの神々』)からヒントを得たものだとしてい

るツマラルメが若い頃にハイネの詩を愛読していたことはモンドールに

よって証言されているS1)しかしここで問題なのは〈nixe〉の出典などでは

な〈,なぜ《nixe》か,ということであろう。この理由の主たるものは,

マラルメのルコント・ド・リールヘの回答のように72)“ptyx",“Styx"と

脚韻を合わせたかったからだ,と見倣すべきだろう。また一方で,“nixe"

が北方伝説の存在であるという点も見逃がしてはなるまい。十字窓は北に

開いている。

ところで,〈nixe〉の位置は旧稿,決定稿とも変らない。変ったのは《d'un

dieu〉→《Des licornes》である。この音韻上の問題についてはすでに

触れたが,あるいは《nixe》に合わせて〈licornes》に変えたとも考えら

れる。これはイマージュの問題である。〈nixe〉と響き合う〈licornes〉
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には月の存在を予感させるところがある(licorne = unicorne→lune)事

実,神話的表徴作用において, licorneは月の動物であり,太陽の表徴で

あるlionと対立する(「イメージ・シンボル辞典」戸また錬金術では

licorneは水銀を表わし, lionは硫黄を表わすﾂとするとこれはなにやら

第1詩行末尾の《un or》にまで照応関係は広がりそうな気配だが,これ

はひとまず置く。 licorneはこの他に解毒,浄化の象徴としても重要な意

味をもっている(その角には蛇と夜の毒を解毒する力があると言われてい

る)

く一角獣はヘビの毒を解毒する:他の動物達は朝,水場で一

角獣の来るのを待つ。一角獣はその角で水の上に十字を切り,

角を水にひたして飲む。このように一角獣がヘビの毒と夜の

毒気を解毒したのち,他の動物達はその水を飲む》四

これは一種の聖別式であろう。 licorneは〈精神的豊饒さの象徴〉であり

《肉体的生活の奇蹟的浄化の観念を惹き起こす》囲すなわちガラス堰から

「虚無」という夜の毒のひとしずくを飲んで仮死状態にあったイジチュー

ルを蘇生させる聖なる行為一創作行為に他なるまい。 licorneがその円

錘状の角を水に浸たす行為はこのような神聖な創作行為を表わしている。

この円錘状の角は,マラルメにあっては湖に足を浸す三日月の角と同義で

ある。

Un clair croissant perdu par une blanche nue

Trempe sa come calme en la glace des eaux,

(Las de I'amer repos---j77>

したがって,“Styx"と呼応しながら透明な水のイメージを喚起させる

〈nixe〉に炎を噴きかける,この装飾化された〈licornes〉の錬金術的な
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描写は,暗黙裡に詩人の創作行為を示しているかのような感じを抱かせつ

つ,さらに北の窓の向うには星の他に三日月も昇っていそうな気配を感じ

させるﾂまたそうなればこれは同じ創作行為を表わしていた第1詩行の

「著悩」の部分と見事に対応することにもなる。

いずれにしても,これまで不在に不在を積み重ねてきた前半の四行詩か

ら一転して,〈un or》の出現を契機にネガティヴなものからポジティヅ

なものへと,不在から存在へと,詩は大きく反転を開始したように思われ

る。

Ⅳ 第4詩節について

Kile, defunte nue en le miroir encor

Que dans l'oubliferme par le cadre se fixe

De scintillationssit6tle septuor.

ここではじめて鏡の存在が明らかとなる。したがって前詩節の《le

decor Des licornes》が鏡に付随するものであることが明確になる(し

かし依然としてその位置は曖味である)ともかくこのソネはいよいよ終幕

を迎える。[iks】・に):r】の燦きはますます純度を増し,その瞬きも頻繁に

なる。この詩の絶頂点はこの詩節の最終詩行末尾の脚韻に集約される。

旧稿の大幅改稿はなおも続く。

Kile, definite nue en le miroir encor

En I'obscurcissement de la glace, decor

旧稿の脚韻〈decor〉はすでに見たように前詩節中央の脚韻として移動し
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た。夜空の星の,室内の鏡への定着という動きを,旧稿では【sl音の滑る

ような響きによって表わしていた。

En 1'obScurC/SS.Ement de la glaCE, decor

De VabSENCE, S/non que SUR la glaCE encor

De SC/MillaT/ons le SEptuor SE HXE.

ところが決定稿では,おそらく最終詩行の【s】音の効果をより高めるため

であろうと思われるが,このls】音の連続を排して,定かならぬぼんやり

した響きをもつ鼻母音が前詩節の終りから連続して鳴らされることによっ

て,鏡の星の出現が予告されることになった。

Des licornes ru^4M du feu cOMre une nixe,

Kile, def UNte nue EN le miroir ENcor

Que dANs (...)

次に〈defunte nue〉はどちらが名詞なのか,という問題もあるが,とも

か〈音の上では次の前置詞〈en〉と連結することによって実に巧妙に鏡

の透明さを表わす語となった。すなわち,〈nue〉は半句の切れ目にあた

るのでここに短い区切りがくるはずなのが,前詩節最終詩行の半句の切れ

目の〈ruant〉と,直前の〈d6funte〉という二つの鼻母音の影響を受けて,

〈nue〉は〈en〉と一つに結ばれ,あたかも“nuage"のような音の響き

を生み出し,その結果,〈nue〉は「裸の(女)」という意味の他に,もう

一つの意味「(薄)雲」を浮び上がらせ,《d§funte》(死んだ〔女〕)の意

味作用と,さらに前詩節最終脚韻〈nixe〉が響かせる否定辞“ni"と,ま

た〈nue〉が想起させる否定の“nu1"というこの三つの要素によって,

この鏡には曇りがない,ことが暗示されている。〈defunte nue〉すなわ
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ぢdead cloud" (パート)であるﾂ旧稿で〈glace〉が消されたのは,

ls】音の排除の他に,湖か鏡かの曖昧さをなくしたかったのと【合わせて

代替の〈miroir〉のli】音で次の〈encor〉のに):rl音と交差させ),次詩行

に再び出てくる〈glace〉の単調さを一掃したかったためであろう。

ともか〈〈彼女〉(nixe)は鏡のなかに姿を消した。しかし代りに鏡に

星が映る。この予感は逆送り語である《encore》(〈Que〉)によって引き

起されるが,ともかく鏡はいわばもう一つの窓となる。

Que dans l'oubli ferine par le cadre se fixe

De I'absence, sinon que sur la glace encor

すでに指摘したように旧稿はここでも[s]音の排除を受けている。そして

前詩節では抹消されていた《cadre》がここに戻ってくる。脚韻の《encor》

は前詩行に移され,代りに最終詩行の脚韻であった〈se fixe〉が上にあ

げられた。すなわち脚韻の交替が行われたわけである(encor→se iixe.

se f･臨→septuor)このことによって冒頭の語〈Que〉と末尾の語《fixe》

とが呼応し合うようになったが,最重要動詞〈se fixe〉の位置を最終詩

行から第2詩行へと上げたことで,主語の存在を示唆し,かつその出現を

期待させる効果が生まれたツ

ところでこの詩行で特に問題としたいのは《ferme》である。果してマ

ラルメは本当に“fermが'と書いたのか,ということである。 1887年自筆

写真石版刷の「詩集」でこの決定稿が陽の目を見て以来, 1889年の£α

Wallonie (こおいても, 1892年と93年のペラン版Vers d Proseにおいて

もこの部分は確かに《ferme》であった。しかし生前マラルメが最後にそ

の校正刷に目を通した,いわば決定版となった1899年のデマン版「詩集」

でぱforme"に変えられた。その後1913年のボニオ博土校訂による

NRF版の「詩集」から,デマン版の“forme'を誤植として,以前の〈ferine〉
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に戻し,以後現在までこれが踏襲されているﾂ)しかし簡単にそう言えるも

のかどうか。誤植である証拠はどこにもない。 1887年から93年まで変えな

かった語を1899年になって(実際は98年だが)訂正をすることは考えられ

ない,とは言えないのである。確かにデマン版における修正はponctua-

tionに関するものが大部分だが,しかしマラルメはなおもそれ以外に重

要な訂正をわずかだがやっている禁「開かれた」夜の窓に対して「閉ざさ

れた」窓である室内の鏡一なるほどテマテイックな面ではこの方がよい

だろうし,後に見るように左右相称的な詩の構造から言っても理にかなっ

ている。そしてなによりも詩的意味という点でこちらの方が質が高い。さ

らに直前の語《忘却》1'o岫liから考えると〈閉ざされた〉fermeの方が

筋道が通るように思われる。ところが音韻的に見ると,むしろこれは

“forme'の方が相応しいと言える。第3詩節の〈au nord〉によって準

備された後半のに):rlの輝きは〈un OR》→《d^cOR》→《lieORnes》→

《encOR》と繋がれて一番最後の《septuOi?)によって絶頂をきわめる

のだが,このように各詩行に必ず一個は鳴り響いているOj?がこの詩行

では欠落している。 OR はこの詩行まで常に【k】音を各詩行のどこかに伴っ

ていること,またli】音との交差が必ず行われていることなどを考え合わ

せると,ここはfOj?m6とした方が音韻の燦きが増すように思われる。つ

まりormeであってはじめてIXC―orの共鳴が可能となる(tORm6-

iIXE)現行の〈ferme》ではこうはいかない。iERm6ではこの詩行(あ

るいはこの詩節)ではいかなる音韻も響かせないように思われる。しかし

これもforme誤植説同様,確証はない。あくまでも推測である。推測次

いでに言えば,マラルメは1868年の旧稿を改稿した当初から,ここを

μΓmおこするかforme liこするか迷いつづけていたのではあるまいか。μΓ-

m,§でずっと通してきて,最後の決定版になって思い切って(音韻上の理

由から)μ,・6こ直したのが,後に誤植と見倣され,これが現在までつづ

いているのではあるまいか。いずれにしても《ferm6》は疑問の残る一語

である。
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De scintillations sitot le septuor.

De scintillations le septuor se fixe.

すでに述べたように|日稿の〈le septuor〉が末尾の脚韻となった。この移

動はまことに効果的である。前詩節の《un or》とこの詩節の《encor》

というともに第1詩行の逆送り語によって際立たされたに):r】がソネの最

後の締め括りの脚韻でもっとも高く鳴り響くように配置された。この語は

意味の上でも最重要語である。さらに前詩行末尾の〈se fixe〉によって

提示されていた流れるような【sl音と鋭い【il音とが,この詩行では特に集

約的に現われて(de SCint/11aTlons Shot),星の光の鏡への移動と明

るい輝きを示唆しながら《septuor》という語の出現を準備している。こ

れにはli】音とに)(o)|音の交錯も一役買っている(scintTllatIONs s/tOt)

このような効果は《sitot》の導入によってはじめて可能になった。つい

でに〈se fixe〉について一言触れるならば, (iks】という脚韻はonyx-

Phenixという二音節の語から, ptyx―Sりz-mxeというように一音節の

語へと変化し,最後に同じ一音節の〈fixe〉という語で「定着」する。こ

の音節の減少は言うまでもなく星の瞬きが頻繁になってその輝きが純度を

増していることを示している。また〈se fixe〉は音の上で類似の“suffixe"

(接尾辞)を連想させる。この連想によって《septuor》の“-or"が意

識される。 “-or" は星の輝きを暗示しているが,同時にこれはラテン語

において多〈名詞を表わす接尾辞でもあるﾂ《septuor》は七重奏を意味

するが,これが北斗七星の暗喩であることは論を侯たない。このことは

“septuor"が含んでいる「北」の要素によっても確められる(SEPluor

→S£Prentrion=nord)地獄を七度めぐるといわれているステイックス

の河(ラルース辞典)と結びついた,北方伝説の妖精ニックスが姿を消す

この鏡に,北天の七つ星である七重奏の反映はいかにもふさわしいもので

あろう。さらに“septuor"のなかのplという子音字の組み合わせがマ
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ラルメにとってくがはsZという組み合わせが表わすものと類似の「駐留」

(stationnement)を意味する,と推測することができる〉㈱ということ

になれば,この星座の定着は動詞の意味と脚韻の響き以外に,その子音字

によっても暗示されていることになる(sZという組み合わせも暗示され

ている Scin rilla Tion Si Tot le Sep Tuor)あるいはまたこの“-μ-"

は直前の脚韻《fixe》と,この詩行に集約された【i】音丿S】音の力とによっ

て,不在の余韻に溢れたあの幻の《ptyx》を再び思い起させるかもしれ

ない。

ともか〈〈septuor〉はソネの最後尾に位置していなければならなかっ

た。そしてliks] ･に):r】は明滅を示すために交韻を踏まなければならなかっ

た。決定稿における脚韻変更の理由はこれであったと思われる。全詩行の

脚韻だけをならべてみよう。括弧内は旧稿である(Ph。nix―Ph6nixは

同一のものと見倣した)

第1詩節

onyx

lampadophore

Fhenix

第2詩節 第3詩節 第4詩節

ptyx or encor (decor)

sonOTP. decor (rixe) se iixe (encor)

Styx n&e septuor (se iixe)

amphore s'honore)

後半は旧稿ではcdd/ccdというよく行われている平韻だったのが,決定

稿ではccd/cdcと最終詩節が交韻に変り, decor―nix←enc or･―iixe―

septuorと交互に脚韻が鳴り響くようになった。

さらに,最後に配置された《septuor》は意味論的にはこのソネ冒頭の

〈ongles〉-〈onyx》の左右対称の鏡像であり,したがって最後の語か

ら再び冒頭の語へ戻っていくという循環構造をなしているior―yxの新

らたな共鳴 septuor―onyx)

前に少し触れた接続詞の《Mais》は,実はこの最後の《septuor》に

-36-



かかっている。すべてが不在の空洞と化した部屋でくしかし〉〈七重奏〉

だけが鳴り響いている(つまり鏡に映っている)と要約できる。すなわち

後半の二つの三行詩はMais―septuorによって一体化したものとなって

いるのである。

ところで最後まで曖昧であった鏡の位置はどうなったか。明確にされた

であろうか。最後に鏡像が出現したことによって,夜空の星と室内の鏡と

は窓をはさんで真正面に向い合っている,とする解釈が生まれたﾂ星と鏡

の正対関係は静止感を伴った強い調子の〈se fixe〉によって裏付けられ

ていると考えられるが,そうなると〈北の窓のあたり〉という表現で表わ

されていた飾縁のついた鏡の位置とはずれてくるようにも思われる。北の

窓の近くで鏡は星空と向き合っているのだろうか。

結びにかえて

ここで決定稿の全詩行を挙げる。

Ses purs ongles tres haut d6diant leur onyx,

L'Angoisse ce minuit, soutient, lampadophore

Maint reve vesp6ral brul6 par le Ph6nix

Que ne recueille pas de cineraire amphore

Sur les credences, au salon vide: nul ptyx,

Aboli bibelot d'inanite sonore,

(Car le Maitre est alle puiser des pleurs au Styx

Avec ce seul obiet dont le Neant s'honore.)

Mais proche la croisee au nord vacante, un or
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Agonise selon peut-etre le decor

Des licornes ruant du feu contre une nixe,

Elle, defunte nue en le miroir encor

Que dans l'oubliferme par le cadre se fixe

De scintillationssit6tle septuor.

このように破線を境にしてこのソネの前半部と後半部は反映し合ってい

る。第2詩節後半に付けられた括弧は情況説明のためのもので,この二つ

の詩行は除外して考えることができる。するとこのソネでは恰度六行詩同

士が向い合った形になる(各々二つの詩節間は統辞的に連続している)こ

れは一種のdiptyqueである。前半の二つの四行詩と後半の二つの三行詩

の照応関係をもっとも特徴的に表わしているのは脚韻の性の交替だが,そ

の他にも例えばパートが指摘するように?同じ位置関係にある

〈Angoisse〉-〈Agonise〉,〈Ph6nix〉-〈feu〉〈nixe〉,〈Aboli〉-〈l'oubli〉

などの対応関係も見出せるだろう。またそれぞれに“火"ど水"に関わ

る重要なイマージュが嵌め込まれている点も見逃がしてはなるまい。また

各詩行における半句同士が照応関係をもっている例も多い。この点につい

てはアバスタードが精密に分析しているr)

ともかくマラルメ自身がく何ものも表わさないソネで,あらゆるやり方

で自ら自身を映し返すソネというものを企てた》細と打ち明けた,まさし

くその言葉通り,この「YXのソネ」ではくあらゆるやり方で〉語それ自

身が音韻的に映し合っていると言える。そして〈sonore〉の残響であり,

説明的記述に属す部分の《s'honore》を括弧に括ることによって,マラ

ルメはここに7個の“�'を出現させた(lampadophore･―amphore-

sonore一-or--decor―encor･―septuor. この七つ星の鏡に映って二倍になっ

● ●た姿は,十四行詩という詩行そのものに現われている(ヌーレ)“

エッチングでは余分な部分が腐蝕されないようにプレートにグランドを
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ひく。そしてこの透明な皮膜に施したひっかき傷が見易くなるように,こ

のグランドを油煙の炎で黒くいぶす。ここを釘で削ると赤銅色のプレート

面が現われる。つまり黒の部分は印刷では白になり,グランドの削り取ら

れた部分が黒になる。そして凹状のネガティヴは凸状のポジティヴに逆転

する。この二重の逆転作用をもつエッチングの挿絵として,あたかも互い

に相手を震動させる紙の白と黒のように脚韻が共鳴し合いながら,夜の鏡

像現象を巧みに表わしたこのソネほどふさわしいものはないであろう。

ボードレールがいみじくも定義した,《もっとも内密な個性》を引き出す

もの,〈夢想の秘密〉を抱いたもの,《文学の表現にもっとも近い》もの誓

というエッチングの特色を,このソネは最大限に活かしたものだと言える

だろう。このようなソネの旧稿が難解という一言で拒絶されたとすればま

ことに惜しいことだと言わなければならない。



(8)テキストは校訂の正確なStephane Mallarme Oeuvres completes j Poesies,

Flammarion, 1983,を使用した(O.C.,/と略す)プレイヤード版全集の本文テ

キストはponctuationの面で若干問題がある。また旧稿のテキストもFlamma-

rion版を使用したが,その理由も上と同様である。

(9) O.C.,I, p.220.プレイヤード版の注とモンドール「マラルメの生涯」に挿入さ

れた旧稿テキストには異同がある。プレイヤード版とモンドール著作の間でも

わずかの異同があるが,ここではプレイヤード版の例を出す。括弧内は

Flammarion版のものである nuit (Nuit), Crime (Crime,), l'eau (de l'eau), rSve

(RSve), nord (Nord), D^cor (decor), scintillation(scintillations)

㈲ 上の註に見る通り, Flammarion版以前の版では〈Crime〉の後にvirguleが

な〈,したがってこの部分は〈De ses ongles au pur Crime lampadophore.〉と

なり,あたかも〈lampadophore〉が〈Crime〉と同格であるかのような印象を

あたえていた。

㈲ Cf. Emilie Noulet, n,頃μ。。les de Ste'phane Mallarme, Droz, 1972, p.l81およ

びMallarme灰切res. Garnier, 1985, p.524.

鴎 アンドレ・ヴィアルはこの「夜」と「苦悩」を同一のものと考えている。彼

によれば,「夜」は「苦悩」という形で擬人化されたものであるという(A.

Vial, Mallarme Tetraloがe pour un enfant mart, Jose Corti, 1976, p.22)

(13) Cf. Crise加vers (Ste'phane Mallarme, Oeuvres camがe'tes,biblioth. de la Pleiade,

1945. p.364)

㈲S仙加spear・,j?皿。and Juliet (The Riverside Shakespeare, Houghton Mifflin

Company, 1974)なおこのシェイクスピアの脚韻については次の論文から示唆

を受けた一一梅田倍男「「ロミオとジュリエット」論一愛と死の主題-」(愛知

教育大学研究報告第35輯, 1986)

(15) Ch. Chasse,むs CIφ加Mallarme, Aubier, ed. Montaigne, 1954, p.124, P.O.

Walzer,Mallarmc.Seghers, 1973, pp.170-171, Ch. Mauron, Stephan。Mallarme

Poems, 06パit..p.191, E. Burt, Maμαm心“S・・1㎝jμ"; The Ambiguities of Spe-

culation(Yale French Studies, No.54, 1977, p.61)

(1ゆ Walzer.ibid.

(1力 Cf. O.C., biblioth. de la Pleiade, p.1488,及びH. Mondor, Vie de Mallarmi, Gal･

limard, 1941, p.26O.

叫 A. Vial,唯唯｡p.23.

㈲ E. Noulet,ゆ｡�｡p.182.

呻 O.c. p.684.なおこの引用文中にqueではなくquiと思われる個所がある。こ

れはquiで訳出した(〈…et ray6 de jaune ^'imite I'onyx algerien.〉)

剛DSM VI, p.376.

剛〈amphore〉が受け入れないのは〈Maint r ve〉が遺灰を持たないからだとす

る説もある(Cf. Noulet, p.183, Vial, p.22, Mauron, p.l9l)

μ Abastado,しcture inverseぶun
sonnet nul in£紺版画*re, mai 1972, p.83｡
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